
時刻設定ボタン

時，分，秒を2けたずつ表示
する蛍光表示管（VFD）

リアルタイム・クロックIC
搭載モジュール

動作確認用LED×4

セグメント駆動用の
トランジスタ・アレイ

ACアダプタから5Vを供給

DC-DCコンバータIC

蛍光表示管の
ヒータ電源の
電流制限抵抗

JTAG端子（USB-
Blasterをつなぐ）

ロジック電子ブロックIC
MAX V（CPLDという）

蛍光表示管のグ
リッド電源電圧
を13.75～25Vの
範囲に調整して
明るさを変えら
れるようにして
いる

写真1　表示＆時刻カウントを74シリーズ・ブロックで制御！エメラルド・グリーンに輝く蛍光表示管製フルディジタル時計
目次ページでカラー写真をご覧いただけます

　蛍光表示管（VFD：Vacuum Fluorescent Display）
は，LCDよりも明るく発光し，明暗のはっきりとし
た表示を行う装置です．オーディオや車載機器のメ
ータに使われています．
　かつて，蛍光表示管に似た表示放電管（ニキシ管
という）で製作された時計がありましたが，中身は
TTL（Transistor Transistor Logic）で構成されてい
て，配線が非常に混み合っていました．TTLをロ
ジック電子ブロックIC MAX V（CPLDという）に置
き換えたら，この配線がすっきりします．蛍光表示
管の駆動電圧は，18 V程度と高いですが，ドライ
バを介することでMAX Vでも制御できます．
　本稿では，MAX Vとドライバを組み合わせて，
蛍光表示管フルディジタル時計（写真1）を製作しま

す．製作に必要な回路図，部品表，組立用レイアウ
ト・イメージは付録DVD−ROMに収録しました．
また本器のキット（写真2，CQ出版社）を有償で頒
布中です． 〈編集部〉

あらまし

● 仕様と全体構成
　本稿では，蛍光表示管（VFD：Vacuum Fluorescent 
Display）を使ったフルディジタル時計を製作します

（写真1）．仕様を表1に，全体構成を図1に示します．
　表示は，時，分，秒をそれぞれ2けたをダイナミッ
ク・スキャン方式で行います．表示の制御はMAX V
内の回路で行います．
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